
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 25 年５月 18 日(土) 
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議会報告会式次第 

 

                              

開会あいさつ    

 

議長報告   

 

総務委員会報告 

 

文教委員会報告 

 

厚生委員会報告 

 

建設委員会報告 

 

休憩               

 

皆様からのご意見       

 

閉会あいさつ       



議 会 の 役 割

日本の政治制度

国 議院内閣制

2

地 方 二元代表制

市政の実施

二元代表制
市 民 （主権者）

選挙権・リコール権 選挙権・リコール権

請願・陳情
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議員（議会）
議事機関

市 長
執行機関

予算・条例等の提案

審 査 議 決

議員提出議案

市議会と市長は互いに独立・対等の立場にあり、チェック
アンド・バランスの関係で、市政を担っています。

議会と市長の権限

議会（２８名）
〔合議制〕

・議決権〔予算や条例）

政策

市 長 （１名）
〔独任制〕

・予算権（１,１８３億円）
〔一般・特別〕
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・政策立案
・市政の監視
・意見書の提出

・請願・陳情の受理 等

・人事権（職員約1,200人）

合議制 地域・階層等が違う２８名の議員がさまざまな意見を出し
合い、課題や論点を明らかにし、合意形成を図る。



当委員会の構成議員

調布市議会第１回定例会報告会

当委員会が市政で担当している主な分野

市政運営の基本方針や行政計画

歳入全般・税金に関すること

総務委員会 当委員会の審査予算額
歳入全般77,110百万円
歳出 約13,219百万円

市議会報告会 1

本日の報告事項

①新基本計画について

②歳入全般と市税収入について

③所管部内の歳出全般と安全・安心、

防災対策について

防災・防犯に関すること、etc. ◎ 田中 久和

○ 福田 貴史

林 明裕

漁 郡司

小林 市之

雨宮 幸男

伊藤 学（議長）

◎ 委員長

○ 副委員長

総務委員会
＜ 報告事項 ＞

①新基本計画について
②歳入全般と市税収入について
③所管部内の歳出全般と安全・安心
防災対策について

当委員会での予算額
歳入全般 771億10百万円余
所管歳出額 132億19百万円余

報告の概要
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①新基本計画全般と重点プロジェクトの中身について説明し

ます

②歳入全般とその財源構成、市税の推移と徴収状況につい

て説明します

③所管部内の歳出全般と、特に防災と市民の安全・安心に

関する施策に対する取り組みについて説明します

☑平成23年度決算振返・平

成24年度執行状況の勘案

☑事務事業評価結果の時点

修正による検証・見直し

☑監査委員指摘事項の改善

地方公共団体の歳入歳出予算は、一定

期間（年度・4月～翌年3月）における収入

と支出の見積りをいいます。

＝ 予算として議決すべき事項＝

＜ 予算 ＞とは？ ☑既存事業の優先度内容を

厳しく精査

☑新規・拡充事業の事前評

価結果を踏まえた厳選

☑大震災を踏まえた市民の安
全・安心の確保と市民生活支
援
☑新たな補助金等の財源確保

☑複数年次での基金の利活用

●歳入歳出予算（収入支出の見積り）

●債務負担行為（後年度の財政負担

額等）

●地方債（借入額の限度額等）

●一時借入金（一時運用できる額）

に関し、“総括”したものです。
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予算成立とは？

市長は年度開始（年度・4月～翌

年3月）の20日前までに当初予算

を編成して、議会に提出します。議

会で審議し、議決を経ることにより、

予算は成立します。

予算審査の流れ
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審
査

市長から予算案が提示されてから議
会での審議、採決を経て成立します

市議会報告会
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本会議採決の模様

市議会の構成

議

議長

副議長

広 ３つの特別委員会

議会事務局

総務委員会（７人）

文教委員会（７人）

厚生委員会（７人）

建設委員会（７人）（５人）

議
会
運
営
委
員
会

広
報
委
員
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中
心
市
街
地
基
盤
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備
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会
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等
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別
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（委員数は各々１１人）

（13人）

議員は必ず常任委員会に属します

４常任委員会
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総務委員会が審議する（所管）事項

• 行政経営部の所管に関する事項

• 総務部の所管に関する事項

• 市民部の所管に関する事項
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• 会計管理者の所管に関する事項

• 監査委員の所管に関する事項

• 選挙管理委員会の所管に関する事項

• 他の委員会に属さない事項（議会費など）



①新基本計画について

昨年６月に市議会の議決を経て策定した、調布市基本構想に

掲げたまちの将来像「みんなが笑顔でつながる・ぬくもりと輝き

のまち調布」の実現に向けて、平成２５年度を初年度とする基

本計画を策定しました 計画期間のタイムテーブルは下図
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本計画を策定しました。計画期間のタイムテ ブルは下図。

新基本計画の特色

① まちの将来像の実現に向けた重点プロジェクトを明

確にした基本計画

・計画的に取り組むべき事業を、選択と集中の観

点から重点プロジェクトとして位置付け。

② まちづくり指標により施策の到達目標を分かりやす
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② まちづくり指標により施策の到達目標を分かりやす

くした基本計画

・目標値を設定し、施策の到達目標や成果を分かり

やすくする。

③ 参加と協働をより一層高める基本計画

・共に考え、力を合わせてまちづくりを推進する。

基本構想

●調布市基本構想では、8つの基本目標、31の施策

を位置付けています。その調布市基本構想のまちの

８つの基本目標と
４つの重点プロジェクト
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将来像「みんなが笑顔でつながる・ぬくもりと輝きのま

ち調布」を実現するため、4つの重点プロジェクトの視

点と市政経営における２つの基本的な考え方により、

総合的かつ計画的に推進していくこととしました。

① 強いまち

これまでの防災対策の取組に加え，東日本大震

災での対応や教訓を踏まえた災害に強いまち

② 安心して住み続けられるまち

福祉や子育て，教育などの面で，だれもが安心し

て住み続けられるまち

重点重点プロジェクトと基本構想及びプロジェクトと基本構想及び
分野別計画（基本計画）との関係分野別計画（基本計画）との関係

③ 利便性が高く快適で豊かなまち

都市構造の変貌を機に，利便性と快適性を兼ね

備えたにぎわいと交流のある豊かなまち

④ うるおいのあるまち

地域資源を生かした環境面等でうるおいを醸し出

すまち
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②歳入全般と財源構成・市税の推移

歳入の主な内容は？

主な歳入科目

市税 ；個人・法人市民
税 固定資産税 都市計税、固定資産税、都市計
画税など

国・都支出金 ；各種
負担金や補助金など

使用料・手数料 ；公
共施設の使用料など

市債 ；市の借金

30,000

35,000

40,000

45,000

百万円 当初予算における市税収入の推移

歳入の根幹である市税収入推移は？

●平成20年度を

ピークに23年度以

降、前期基本計画
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ます。



＜ 市税の徴収状況 ＞

◎調布市市税収納率の推移（抜粋）
単位：％

年 度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

現年徴収率 98.7 98.7 98.8 98.9 99.0 98.5 98.4 98.3 98.5 98.5
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徴収率向上のスリーアップ作戦

などに取り組んでいます。

市税収入確保に向けた取り組み
＜市税徴収３UP作戦＞

①口座振替受付サービスの実施

②コンビニ収納の推進
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②コンビニ収納の推進

③遠隔地滞納者実地調査の実施

④電話催告システムの活用・推進

⑤口座振替促進感謝制度（２５年度新規事業）

総務委員会の歳出分野（単位 千円）

行政経営部
4,716,483千円

総 務 部

③歳出全般と防災の取り組みについて
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合 計
13,219百万円

総 務 部
7,590,727千円

市 民 部
406,209千円

議会事務局
506,009千円

防災と市民の安全・安心に関する
取り組みの主な事業

①消防団の対応能力の維持
向上 3,829

②災害対策用備蓄品の充実

④地下水ろ過システムの新設
318(5ヶ月分）

⑤安全・安心パトロール実施

メニュー下の金額は予算計上額（単位 万円）
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②災害対策用備蓄品の充実
2,752

③地域防災計画の見直し
608

4,326

⑥防災貯水槽の新設 2,659

⑦私の防災手帳作成 53



調布市議会第１回定例会調布市議会第１回定例会報告会報告会

文教委員会文教委員会
構成議員

◎ 内藤 美貴子 ○ 小林 充夫

平野 充

高橋 祐司

ドゥマンジュ恭子

川畑 英樹大須賀 浩裕

所管部門

◇教育部

○教育総務課

○学務課

○指導室

◇生活文化スポーツ部

○文化振興課

○生涯学習交流推進課

○協働推進課

○社会教育課

○公民館

○図書館

○郷土博物館

○男女共同参画推進課

○産業振興課

○農政課

○スポーツ推進課

○国体推進室

○教育部 年間予算

約５４．９億円（人件費除く）
前年比 7.6億円増（＋11.8％）

審査予算

※上ノ原小、調和小、第五中学校の校舎増築

※各小・中学校の教育施設の維持保全整備費

○生活文化スポーツ部 年間予算

約２８．５億円（人件費除く）
前年比 ３．４億円増（＋13.4％）

審査予算

※「スポーツ祭東京2013」の準備費

※文化施設・コミュニティ施設、スポーツ施設の
維持保全・整備費

➮市内小・中学校運営や教育行政の運営

➮図書館、公民館、博物館など、社会教育分野

当委員会が市政で担当している主な分野

➮芸術・文化振興、生涯学習、市民活動、地域コミュニ
ティー

➮観光・産業振興、スポーツ祭東京2013の推進など

市民スポーツ振興



【教育部】

＞いじめや体罰の現状と対策強化

＞「防災教育の日」の今後の展開

＞通学路の安全対策

＞児童・生徒の命を守るAEDの配備態勢

その他の審議内容

＞児童・生徒の命を守るAEDの配備態勢

＞ミストシャワーによる熱中症対策

＞成人式の運営内容の更なる工夫

＞ユーフォーと学童クラブとの一体化について

＞図書・聴覚資料の充実

＞子育て世代への読書事業の展開

＞せんがわ劇場のPRや今後の展開

＞地域防災計画における男女共同参画推進課の関わり

【生活文化スポーツ部】

その他の審議内容

＞地域若者サポートステーションの開設に向けた取り組み

＞地区協議会を支援するための「地域カルテ事業」
～突然の休止問題、今後の検証・報告～

＞総合体育館の駐車場の整備・有料化

本日の報告事項

①食物アレルギー事故の再発防止

②スポ ツ祭東京2013の取り組み

③『映画のまち調布』の取り組み

②スポーツ祭東京2013の取り組み

食物アレルギー事故の食物アレルギー事故の
再発防止について再発防止について再発防止について再発防止について

食物アレルギー事故の再発防止

・昨年１２月２０日 富士見台小学校で事故発生。
・学校給食によるアレルギー事故（アナフィラキシーショック）。
・アレルギー除去食が配食されたが、「おかわり」で「粉チーズ入
りチヂミ」を配食。

アレルギー除去食の器 普通食の器

・再発防止に向け、徹底した検証と取り組みを。
・１月 「調布市立学校死亡事故検証委員会」立ち上げ。
・３月 「検証結果報告書」提出

食物アレルギー事故の再発防止 ＜委員会質疑＞

・「国のガイドライン」や作業マニュアルに沿った市の取り組
みは十分だったか？

・「エピペン」の使用に関する研修はどのように？

・９月の事故後の情報共有・研修は？

エピペントレーナー

・子どもたちのメンタル面のケアは十分か？



※９月の事故

・昨年９月（当該事故の３カ月前）

・卵アレルギーの男児にオムレツを配食、

食物アレルギー事故の再発防止 ＜委員会質疑＞

アナフィラキシーショックを引き起し緊急搬送

教育委員会・市長への報告は１２月の事故後だった。

※９月の教訓が生かされていれば、今回の事故は防げた
可能性がある(検証委員会）

食物アレルギー事故の再発防止 ＜委員会質疑＞

教訓が生かされなかったことは非常に遺憾。

現場でのヒヤリ・ハットを共有、再発を断固として防ぐ

食物アレルギー事故の再発防止 ＜委員会質疑＞

エピペントレーナー

エピペンを使用しての研修実態

・トレーナーを使用しての実地研修全20校のうち、11校
・２月実施の集団研修への参加の教職員は99人

食物アレルギー事故の再発防止 ＜委員会質疑＞

実際に一人ひとりがトレーナー使って実習を！

全教職員が体験すべき！

※平成25年度には、全校・全教員が行えるよう予算措置。

食物アレルギー事故の再発防止 ＜委員会設立＞

○「食物アレルギー事故再発防止委員会」発足（4/10）

○４月 慈恵第三病院ともアレルギー事故対策に関する連携開始

６月を目途に事故防止対策を発表

スポ ツスポ ツ祭東京２０１３のスポーツスポーツ祭東京２０１３の
取り組みについて



スポーツ祭東京２０１３の取り組み

◇５４年ぶりの東京開催
◇メイン会場は味の素スタジアム

※調布開催競技 ・国民体育大会 ： サッカー・陸上
・障害者スポーツ大会 ： 陸上・ボウリング

スポーツ祭東京２０１３の取り組み(事前ＰＲ）

横断幕

チラシ

京王線各駅の階段装飾

横断幕

スポーツ祭東京２０１３の取り組み

市内飲食店との連携による
「デカ盛りのまち調布」ウォークラリー
多くのテレビ、新聞等でも報道される

調布Ｗａｌｋｅｒ 調布Ｂｒａｖｏ！

調布市花火大会でのＰＲ（2012）

スポーツ祭東京２０１３の取り組み

市内各地の盆踊り大会 調布よさこい

スポーツ祭東京２０１３の取り組み
24

日活ゆかりの俳優たちの手型ﾓﾆｭﾒﾝﾄ
(飛田給駅）

スポーツ祭東京２０１３の取り組み（調布ならではのＰＲ）

花いっぱい運動

ボランティアによる活動も
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スポーツ祭東京２０１３の取り組み（陸上選手権）

・５月：第１４回 東京都障害者スポーツ大会

・６月：第９７回 日本陸上競技選手権大会

スポーツ祭東京２０１３の取り組み（調布ならではのＰＲ）

おもてなし広場では、
大会開催中、吹奏楽やダンス発表

の場を調布市が設置

ダンスコンテスト優勝の市内チームは
本大会開会式にも登場

商店街等との連携

スポーツ祭東京２０１３の取り組み

障害者スポーツ大会では、

会場周辺のバリアフリーはもちろん、

周辺飲食店などでのバリアフリー対応も、

地元商店会、商工会と推進。

スポーツ祭東京２０１３の取り組み

※サッカーの試合では保育園児・幼稚園児の入場行進。
※陸上競技は市内小・中学生が団体で観戦。

「映画のまち調布」の「映画のまち調布」の
取り組みについて取り組みについて取り組みについて取り組みについて

30

｢水と緑と澄んだ空気｣ 映画産業に欠かせない３つの条件。これを満たした調布。
昭和３０年前後には３つの撮影所、現像所や美術装飾会社など多くの映画関連

会社が集まり，調布は「東洋のハリウッド」として日本映画の黄金期を支えました。

「映画のまち調布」の取り組み
日本映画株式会社からはじまった映画のまち調布日本映画株式会社からはじまった映画のまち調布



「映画のまち調布」の取り組み

40を超える関連企業が

「映画のまち調布」の取り組み

２５年度予算は
７４１万円

33

「映画のまち調布」の取り組み
34

「映画のまち調布」の取り組み

高校生フィルムコンテスト

中学生対象の「調布ジュニア映画塾」

日活100周年
記念手型モ
ニュメントの今
後の展開は？

「映画のまち調布」の取り組み（質疑・要望）

映画のまち調布
の方向性がみえな
い。映画館もない。
どのように取り組む
のか？

市民主体の映
画上映がある。

昔のような
野外上映とい
う手法は？

市内ロケ情報
のＰＲを！

調布の財産を
もっとＰＲ！

高校生フィルム
コンテスト」今後
の取り組みと支援
は？

市民団体と連携
し、カフェなどでの
映画上映などを
支援しては？

画上映がある。
市の関わりは？

深大寺
ロケーションパーク
構想の今後は？

生まれ変わる調
布駅周辺に人気
俳優の銅像を！

高校生FCは
日活・角川と
連携を！

「映画のまち調布」の取り組み



文教委員会文教委員会

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました。。



調布市議会第１回定例会報告調布市議会第１回定例会報告

◎鮎川有祐

○武藤千里

当委員会の審査予算額は

約３７３億２千万円でした。厚生委員会

○武藤千里

雨宮英雄

井上耕志

鈴木宗貴

須山妙子

広瀬美知子
◎委員長 ○副委員長

当委員会が担当している主な分野

０歳～１８歳までの子育て支援・青少年の育成

高齢者や障がい者の暮らしを支える介護・福祉

市民の健康づくりを推進する予防・医療 etc

≪報告事項≫

保育園待機児童数の推移とこれまでの取り組みを踏まえて

本年度整備される施設や保育事業、これからの調査につい

て説明します。

①保育園待機児童対策について

②高齢者施策について
市内の高齢者の現状をもとに、一人暮らしや認知症等、これ

からの課題、それに対する施策への審議について説明しま
す。

様々な障がいをお持ちの方への、健康づくり施策について

説明します。

③その他（障がい者・健康づくり）

②高齢者施策について

調布市の一般会計予算状況

４７．７％ ３６７億５０００万円が民生費

民生費・衛生費の状況

衛生費　51億4千万円

がん検診の推進

定期予防接種への対応

子宮頸がん等接種費用の
助成
夜間救急診療事業

骨粗しょう症検診の推進

妊産婦健康検査の推進

その他

民生費の推移 調布市の人口の推移



待機児童対策について待機児童対策について

毎年保育園が足りない事態に

調
布

待機児童対策を「最優先課題」に

布
市

市長は「待機児ゼロ」を

目指して取り組んでいるが・・・

今年は
認可保育園への入園希望者

１４２５人
昨年を上回る

待機児童数に

・認証保育所など・認証保育所など

認可外の保育施設

・一時保育

・自宅で保育

仕事と子育ての両立は

不可能だ・・・

がんばって保育園を増やしてきたのに なぜ？

平成１５年 平成２５年

対象年齢人口に対する定員数は

２３．５％ → ３４％へ

にもかかわらず待機児は増

２４４７人 ４０２５人

保育園を必要とする世帯の増大

共働きで子育てをする世帯が急増
この５年間で

４６．１％ → ５３．８％（過半数突破）

対象年齢人口の半数程度が
保育園を必要とする世帯に

毎年、入所希望者が保育園の
定員増分を上回って増大
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厚生委員会での議論

■待機児童対策は急務

・・・少子化対策、経済や自治体財政を支える「労働」を保障

■アンケートや満足度調査など

待機児童の現状や課題 効果的な対策を講じる・・・待機児童の現状や課題、効果的な対策を講じる

■認可保育園の整備・定員拡大を前倒しに

・・・市民のニーズや窓口での要望

■認証保育所や保育ママなどの役割

・・・そのためにも、保育料負担の軽減などの措置を

高齢者施策について高齢者施策について
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65歳以上高齢者数

ひとり暮らし高齢者数

高齢化率（％）

こうした中で様々な問題も発生

◆ 孤独死

◆ 認知症・徘徊

◆ 介護ストレスによる高齢者への虐待

◆ 老々介護

市への通報も増えている

地域包括ケアについて

➀地域の見守りや支えあいの体制づくり

②医療と福祉の連携強化

③在宅支援の基盤整備

④認知症高齢者への支援充実

➄健康づくり・介護予防の充実



厚生委員会での議論の中で
様々な課題も明らかに

■民生委員のなり手がいない（後継者問題）

・・・システムのカギを握る方々

■介護者のケアの必要性

・・・共倒れ、虐待予防のためにも

■特別養護老人ホームの整備拡充など

・・・「地域ケアシステム」だけではカバーしきれない

団塊の世代が７５歳を迎える平成３７年
高齢者施策は待ったなしの課題

その他その他
（障がい者・健康づくり）

主な障がい者施策

・就労支援や（4501万円）

地域で生活するための生活支援（1億5739万円）

・災害発生した際の避難支援プログラムづくり
（102万円）

・重度障がい者の福祉サービス事業所の開設
にむけた施設整備費の助成 （2億4900万円）

・作業所等経営ネットワーク支援事業（５７８万円）

希望の家 深大作業所
（図書館深大寺分館跡）

健康づくり施策
• がん検診の推進（4億8999万円）

• 定期予防接種への対応（2億9210万円）

• 子宮頸がん・ヒブ・小児肺炎球菌ワクチン接
種費用の助成（1億9568万円）

• 夜間救急診療事業（3194万円）

• 骨粗しょう症検診の推進（142万円）

• 妊産婦健康検査の推進（1億4351万円）

• 食育推進事業費 地域健康教育の推進

• 国保ヘルスアップ事業（800万円）

厚生委員会視察（呉市）

• 国民健康保険税 ヘルスアップ事業

• 医療費適正化事業



まわりの体調フォローで健康アップ！

調布市民健康づくりプラン
マスコットキャラクター

平成２５年３月生ふーちゃん

おわり



建設委員会 委員紹介

委員長 宮本和実

副委員長 橘 正俊

委員 元木 勇

委員 渡辺進二郎

委員 大河巳渡子委員 大河巳渡子

委員 井樋匤利

委員 清水仁恵

建設委員会付託案件
■市長提出議案（１５件）

・議案第34号 市道路線の認定について

・議案第35号 市道路線の廃止について

・議案第36号 市道路線の廃止について

・議案第37号 市道路線の廃止について

・議案第12号 調布市道の構造の技術的基準に関する条例

・議案第13号 調布市道の道路標識の寸法に関する条例

・議案第14号 調布市道の移動等円滑化の基準に関する条例

・議案第15号 調布市準用河川管理施設等の構造の技術的基

■陳情（３件）

・陳情第40号 建設業従事者のアスベスト被害者の早

期救済・解決を図るよう国に働きかけ

る意見書の提出を求める陳情

・陳情第41号 調布市ほっとするふるさとをはぐくむ

街づくり条例に関する陳情

・陳情第42号 調布市開発事業指導要綱に関する陳情

・議案第15号 調布市準用河川管理施設等の構造の技術的基

準に関する条例

・議案第32号 調布市道路占有料等徴収条例の一部を改正す

る条例

・議案第11号 調布市景観条例

・議案第10号 調布市都市公園の移動等円滑化の基準に関す

る条例

・議案第33号 調布市都市公園条例の一部を改正する条例

・議案第38号 平成２５年度調布市一般会計予算

（建設委員会所管部門）

・議案第40号 平成25年度調布市用地特別会計予算

・議案第41号 平成25年度調布市下水道事業特別会計予算

建設委員会
※ごみ関連事業

※公遊園・緑地保全他

※地球温暖化対策・環境保全他

※放射能・⼤気汚染・都市美化事業他

※京王線地下化に伴う駅前・線路跡地・
再開発事業

※街づくり事業（道路・橋等の耐震⼯事・
⽤地買収等）

※⾃転⾞・ミニバス・交通対策他

環境部

①新ごみ処理施設の稼働で
予算大幅削減！

環境部



環境部 環境部
②大気汚染対策

建設委員会の提案で市議会とし
て東京都に測定機設置の意⾒書
を提出 (平成24年第四回定例会）

平成２５年度はPM2.5
の移動測定実施を予算
化

髪毛の約

1／30

ＰＭ2.5の大きさ

環境部

③再生可能エネル
ギーの普及・促進

都市整備部

①京王線の地下化により新しい
街づくりが開始！（調布駅前）（ 駅 ）

都市整備部 都市整備部

①京王線の地下化により新しい
街づくりが開始！（布田駅前）（ 駅 ）



都市整備部

①京王線の地下化により新しい
街づくりが開始！（国領駅前）（ 駅 ）

都市整備部

都市整備部 都市整備部

調布市 調布市は景観行政団体へ



多摩川自然情報館 クリーンプラザふじみ

建設委員会
ご来場の皆様 ご清聴たまわり


